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Anti-Nuf2 抗体、ウサギ抗血清 

商品コード 70-107 

容量 100 µl          

保存 -20 ℃ 凍結融解を避ける 

濃度 N/A 

バッファー 0.05% アジ化ナトリウム添加 

純度 ウサギ抗血清 

抗原 ヒト Nuf2、C-末領域に相当する合成ペプチド CGGDYSAKIDEKTAELKRKMFKMS 

アイソタイプ ウサギ IgG 

反応性 ヒト Nuf2  他の種は調べられてない 

特記事項 N/A 

アプリケーション 

 

1. ウエスタンブロッティング(500~5,000 倍希釈)     

2. 免疫蛍光染色 (200~1,000 倍希釈)。 メタノール固定が適する。 

背景 Nuf2 タンパク質はセントロメアに結合するタンパク質複合体 Ndc80 の構成要素である。Nuf2

タンパク質は酵母からヒトまで保存され、生物種を超えて共通なタンパク質である。出芽酵母の

Nuf2 はセントロメアがスピンドル極体への接続を失う減数分裂前期にセントロメアからなくな

り、染色体分離における制御的な働きをする。このタンパク質は有糸分裂期の HeLa 細胞のセン

トロメアに局在することがわかっており、動原体と動原体微小管の結合に重要であると考えられ

ている。RNAi により Nuf2 タンパク質を阻害すると動原体と微小管との結合が障害され、細胞

分裂は prometaphase で停止してしまう。Nuf2 蛋白質は prometaphase から anaphase の時期

にキネトコアに積極的に局在する。  

 

Data Link UniProtKB Q9BZD4 (NUF2_HUMAN) 

※本製品は研究用です。診断および軍事目的に使用することはできません。 
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画像: 70-107 抗 Nuf2 抗体、ウサギ抗血清 
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図 1. 細胞における Nuf2 タンパク質のウエスタンブロッティングによる検出  

この抗体を 5,000 倍希釈して用いた。 

ヒト Nuf2 タンパク質は 50kD のバンドとして検出された。 

 

図 2  Nuf2 タンパク質の免疫蛍光染色における観察 

細胞をメタノール固定し、この抗体を用いた免疫蛍光染色を行った。 

この抗体を 500 倍希釈して用いた。 

染色体は DAPI で紫色に染色、Nuf2 蛋白質は 緑色に染色されている。 
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